
学修の評価等 
⼤  学 

1. 評価の基準 
評価 評価基準 Grade Point(GP) 評価内容 

AA（秀） 90-100点 4.0 特に優れた成績 
A （優） 80-89点 3.0 優れた成績 
B （良） 70-79点 2.0 妥当と認められる成績 
C （可） 60-69点 1.0 合格と認められる成績 
P （合格） − 3.0 合格と認められる成績(合格不合格科⽬) 
N （認定） − −   
F （不可） 59点以下 0.0 合格と認められる成績に達していない 
F-（不可） 試験⽋席 0.0 成績評価試験等を⽋席 
F*（失格） 失格 0.0 出席回数が基準を満たしていない 

 
2. GPA（=Grade Point Average）の種類および計算⽅法 

1） GPA の種類は、計算対象期間により下記の 2 種類とする。 
学期 GPA：当該学期を対象に算出される GPA 
通算 GPA：⼊学時より当該学期までを対象に通算して算出される GPA 

2） 計算⽅法 
【学期ごとのGPA算出⽅法】 

学期GPA 
(当該学期で履修登録したGPA対象科⽬のGP×その科⽬の単位数)の合計 

当該学期で履修登録したGPA対象科⽬の単位数の合計 
通算GPA 

(在学中(評価がでた時点)に履修登録したGPA対象科⽬の最新GP×その科⽬の単位数)の合計 
（在学中（評価が出た時点）に履修登録したGPA対象科⽬の単位数）の合計 

3. GPA 対象外科⽬ 
編⼊時取得単位、留学取得単位など成績評価を⾏わない認定単位および卒業要件単位外科⽬につい

ては、GPA算出の対象外とする。 
履修登録をした科⽬にあって、所定の取り消し期間内に⼿続きをした科⽬については、GPA算出

の対象外とする。 
 
4. 再履修科⽬ 

不合格科⽬を次学期以降に再履修した場合は、再履修による評価を基に、GPAを算出する。 
 
5. GPA の記載 

GPAは成績通知書、成績証明書、その他必要と認められる書類に記載する。 
 

〈GPAの活⽤状況〉（４学部全て同じ扱い） 
1） 学修指導、履修登録単位上限（キャップ制限）の緩和、奨学⾦の選定基準等に活⽤している。 
2） GPA が低い学⽣には個別の学習指導を⾏う。 
3） GPA が 1.0 未満の場合は進級または卒業判定の審議対象となる旨の内容を各学部で規定に織り

込んでいる。 



１. 評価の基準 
評価 評価基準 
秀 90-100 点 
優 90-89 点 
良 70-79 点 
可 60-69 点 
不可 59 点以下 
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